
「９年間、桂城小学校とのコラボを行ってきた。

中学生の皆さんには、中学生らしい、より熟慮

された返礼品を考えていただきたい。例えば、

ある食材は企画外のために毎月２トン廃棄され

ている。桂城小学校で行ってきたコンセプトを

踏まえて、さらによりよいものとしてほしい。」    

八木橋社長 

 

次回予告 

６月１９日（水） 

「大館ふるさと納税事業者会 会長からの講話」 

少し先の開催ですが、講話が楽しみですね。 

 

５月２９日（水）１５：００～第 3回コラボ・プロジェクト会議を行いました。各学年、修学旅行・職場体験

学習・職場訪問といった体験学習を終え、久々の集合となりました。経験を生かすことができればとても素晴ら

しいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

一 中 × 花 善 

コラボ・プロジェクト通信 

 

特活指導部 ＣＰ担当 

         No.３ 

令和６年５月３０日発行 

 前回は、各学年で食材のアイディ

アを出し合い、全体でシェアしまし

た。 

 今回は、まず初めに私たちのアイ

ディアを元に、八木橋社長からより

よいふるさと納税返礼品を作るに当

たってのアドバイスを頂きました。 

  

花善の八木橋社長、統括マネージャー佐々木さんにも話合いに参加してくださいました。 

今回のまとめ 

・納税金額に見合った返礼品にしたいが、弁当を高額にする

訳にはいかない。一中生で考え、付加価値を付けなければな

らない。 

・一人一人、いとくや秋田犬の里にて、地場産商品を視察、

またふるさと納税サイトにもアクセスしてみる。 


